
















Ce me va hormis l＇y taire
Que je sente du foyer
Un pantalon militaire
À ma jambe rougeoyer
L＇invasion je la guette
Avec le vierge courroux
Tout juste de la baguette
Au gant blanc des tourlourous
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Nue ou d＇écorce tenace
Pas pour battre le Teuton
Mais comme une autre menace
À la fin que me veut-on
De trancher ras cette ortie
























































































































































































屋にいるのは詩人一人きりである。第 1 行目の冒頭の Ce は、ベニシューによ
れば、マラルメ好みの拡張的な使用法になっているという（1₇）。この Ce は、オ
ニールがそうしているように、Ça や Cela で置き換えた方が分かりやすいだろ
う（1₈）。Ça me va に相当するので、詩篇は部屋にいる詩人が感じていた満足感の
独白から始まる。その満足感には直ちに hormis l＇y taire が続き、一つの留保が
付されるのだが、それについては後で触れる。詩人の満足感は何に起因するの





















は、わずか ₇ 音綴だけで構築された詩篇において、第 1 行目の hormis l＇y taire






に挿入された hormis l＇y taire の部分である。これは私たちの注釈にとって重要
な箇所なので、やや細かく見ていく必要がある。hormis と taire については特
























lons jamais de l＇étranger, mais que l＇on comprenne bien que nous y pensons 
toujours）と述べているのだが、これが後に、「常に考えよ、しかし決して口に
するな」（Pensons-y toujours, n＇en parlons jamais !）と変形されて、敗戦後のフ
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